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　図書館では、リサイクル本のコーナーを
常時設置することになりました。
　場所は１階エレベーターの前です。保存
期間の過ぎた雑誌や本などを置いていま
す。欲しい本や雑誌があれば、いつでも自
由にお持ち帰りくださ
い。また、家で不要に
なった本なども受け付
けています。

新着図書案内
（図書館のホームページに多数の本をご案内し
ています）

◆一般書
□養老院より大学院 内館　牧子
□美丘 石田　衣良
□還らざる道 内田　康夫
□奇謀 鳥羽　　亮
□雷の季節の終わりに 恒川光太郎
□王妃マリー・アントワネット 藤本ひとみ
□ダ・ヴィンチの白鳥たち 上・下 

カレン・エセックス
◆児童書
□深海にひめられた地球の真実
□干し柿
□十二支のことわざえほん
□オリビア　バンドをくむ
□おおきなかしの木
□ラーバンとラボリーナのクリスマス

＜こども映写会＞ 4F
　2日㈯　午後２時～
　「まんが世界むかし話48」
＜おはなしかい＞ 2F
　9日㈯　午前10時30分～
　「絵本のよみきかせ」
　講師　おはなしママの会
＜冬休み子ども会＞ 4F
　16日㈯　午後２時～
　「音のくれよんコンサート」
　講師　音のくれよん
＜読書会＞ 3F
　22日㈮　午後１時30分～
　｢いつかパラソルの下で」森　絵都 著
　講師　竹林萌子さん
＊グループ研修 3Ｆ
・「江戸文学を読む」
　2日㈯　午前10時～
・「俳句研修」草樹萌の会
　16日㈯　午後１時～
＊絵画に見る「現代の人間像ー１」　
　　4Ｆ 展示コーナー
　11月28日㈫～12月24日㈰

12 月の催し
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ト
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入
選
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9,975冊

〈休館日〉
　12月４日、６日、11日、18日、23日、
　25日、29日～１月４日

 ☎  475-8001
FAX 475-9041
〈開館時間〉
　午前10時～午後6時
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あなたと市政を結ぶ「広報なめりかわ」は、
リサイクル推進のため再生紙を使用しています。
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